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Abstract: Small Payload Space Experiment Working Group was organized to propose the small 
and attractive flight experiments. The space experiment using Indian satellite SRE-II is 
collaboratively proceeding with India science community, and it will be launched in 
June-December, 2010. In this year, we conducted the manufacturing of the Japan-India Microbial 
Culture Unit (JIMCU) installed in the satellite. The qualification model of JIMCU has been 
completed the all environmental test, and the flight model is ready to be under final environmental 
and interface test. 
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1. 本研究班 WG の目的と提案の背景 
 国際宇宙ステーション（ISS）の日本実験モジ

ュール「きぼう（JEM）」では、昨年度から本

格的な科学実験が行われるようになり、すでに

いくつかの実験は軌道上実験が終了し地上での

解析が始められている。今後数年にわたり様々

なライフサイエンスに関する実験が行われる予

定であるが、これまで実験を実施するうえ不可

欠であったスペースシャトルが 2010 年中には

退役することが決まっており、その後の宇宙実

験の姿は大きく変わることが考えられる。本研

究班では、これまでのような規模の大きい宇宙

実験に替わり、規模が小さいながらも科学的意

義の高い宇宙実験の実現を目指すことを目標と

して、平成 17 年度より活動を開始した。 
 

本年度の活動としては、昨年度インド回収衛

星を利用した科学協力宇宙実験に実験計画を提

案して採択されたことを受けて実施した、衛星

搭載の微生物培養装置に関する要素技術検討の

結果を踏まえて、クオリフィケーションモデル

（QM）を製作し、各種環境試験を経てインドで

インターフェース調整を行った。また、それに

引き続きフライトモデル（FM）を製作した。 
 

2. インド回収型衛星 SRE-II について 
インド宇宙機関 ISRO では、宇宙環境利用研究

を行うための回収型科学衛星として SRE の打ち

上げを 2007 年から実施しており、第 2 号機の打

ち上げを 2010 年 6-12 月に予定している。1 号機

では、ヒドロキシアパタイトを使用した材料科

学の実験等を行っているが、第 2 号機では日本
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との協力により日本が開発するラン藻の培養装

置を搭載して共同実験を行う。 
衛星の打ち上げはインド東海岸にあるスリハ

リコタ射場で行われ、上空約 630km を約 10 日間

の飛行の後、インド洋に着水する。その後、数

日かけて衛星を回収し、研究者側に装置が引き

渡される。 
 

3. インド回収型衛星 SRE-II 搭載微生物培養装置

の製作 
 SRE-II の制約条件についてインド宇宙機関

（ISRO）の技術者からの情報と、昨年度行った

要素技術検討を踏まえ、微生物 QM（Qualification 
model）の製作を行った（図 1）。環境試験とし

て振動、気密性、EMC 試験、熱真空、衝撃試験

などを行い、インドで搭載性について試験を実

施した（図 2）。また、同時に製作した GM（Ground 
Model）を使用してラン藻の培養試験を行い、正

常に生育することを確認した。これらの試験結

果を FM の製作に反映させ、今年度に製作を完

了した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
4. まとめ  

本年度は、昨年度行ったインド回収衛星 SRE
搭載に向けた微生物培養装置の要素技術検討の

結果を踏まえ、QM の製作と環境試験を行った。

現時点で FM の製作まで完了しており、今後 FM
の環境試験を実施した後、FM をインドに引き渡

す予定である。  
搭載試料の準備は、打ち上げ数週間前にイン

ド細胞生物研究所の協力のもと、ハイデラバー

ドで行う予定である。打ち上げは、2010 年 6-12
月に予定されているので、それまでにインドと

の最終的なインターフェース確認をバンガロー

ルで行う予定である。  
 

5. 活動の今後の予定  
昨年度から来年度にかけてインド回収衛星の

科学利用実験を中心に進めてきただが、今後も

引き続き回収衛星実験については実験機会を模

索していく予定である。また、現在実施が難し

い小動物（げっ歯類）を用いた実験や、ISS での

次世代実験についても意見が出されており、来

年度以降により具体的な実験が提案できるよう

に実験計画を詳細化していく予定である。  
 

図 1．SRE-II 搭載微生物培養装置 

図 2．インド科学協力スケジュール 
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